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                        大宮勇雄（福島大学） 

放射能災害と子どもたち 

                          齋藤美智子 （さくら保育園） 

  

１．震災その時（2011.3.11 14：46） 

   ・隠された情報、花見山の春に降る 

   ・自治体の指示は市政だよりのみ 

 

２．放射能を知る、知らせる取り組み 

・4月、園庭のモニタリング始まる 

   ・県内でも線量の高い施設の中に入る 

   ・線量計が来たのは、5月末。5月 8日、安斎育郎先生の市民講座、園庭での実験。 

線量計を安斎先生から借りる。 

・汚染マップ作りと除染（父母と職員の会会長）、放射能掲示板 

・線量計の貸し出し（父母も職員も） 

 

３．子どもたちは日々、成長している―除染をしよう！ 

   ・除染の視点を学ぶ。 おやじの会と職員による除染掃除 

 ・園庭の表土削除、建物洗浄、砂場の砂交換（6月） 

   ・プール遊びをさせたい―そのために：「水は放射線を遮蔽する」（ペットボトルと

ござ） 

・秋をどう過ごさせたいのか―外遊びを！「三輪車がこげない！」 

   ・子どもたちの発達を保障する保育内容を。 

 

４．保育園は大人のプロ集団。保護者とともに  

   ・保護者の仕事の技、特技、趣味を活かしたかかわりを 

   ・避難するリスク、避難できないリスク 

   ・不安を受け止める。保育内容に選択肢をつくる。子どもにとってどうなのか？ 

放射能への正確な情報を持ち、生活のしかたを伝える。 

   ・悩みを出し合い、職員集団として高まること 

   ・毎月のクラス懇談会、行事を大事にする 

 

５．これからの課題 

・食の安全性を守ること―「保育所給食まるごと検査事業費」のこと   

・地域の除染―民家の除染を急いで！  ・放射線管理が園の通常業務に        

・子どもたちの体を見守れる医療体制を ・保育園は最後の砦 
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第 17 回ふくしま復興支援フォーラム（8月 1 日）のご意見等 

（「福島県における精神科医療・保健・福祉の現状と課題」＜大川貴子氏＞） 

 

★ 精神科の課題をまとめて聞くことができて、大変勉強になりました。その背景として

生活基盤の問題が大きく存在しているということは、改めて認識しなければならないと

思いました。（J.M） 

★ 男性をどう参加させていくかで参考になる話があった。それぞれの世代でそれぞれの

ストレスを抱えている。そのケアに関しては、もっと目を配らなければと思った。（Y.I） 

★ 風評被害には 2つあることがわかりました。外なる風評害は経済的実害として表現し

うる。しかし、県外に避難した人が、帰還する際に、「逃げた」と言われる、あるいは

言われるかも知れないという精神的な問題は、「内なる風評害」としてとらえることが

できるかもしれない。（M.Y） 

★ 県外避難者のメンタルケアーは、いろいろな課題がからみついて困難になっています。

今日の話は、事故後の精神面にちての全体を教えていただきました。（O.S） 

★ 県外のボランティアによる支援活動の実情を知ることができました。（K.F） 

★ とてもわかり易いご説明でした。本活動の大切さや、人との関わりを持つことの大切

さを改めて感じました。（K.Y） 

★ 大変、勉強になりました。ありがとうございました。（K.S） 

★ 相双地域の精神科医療の現状と取り組み内容が、非常によく分かりました。ありがと

うございました。（A.O） 

★ 原発災害が地域社会に及ぼす広がりの大きさに思いを致させていただきました。（S.M） 

★ 今日の話の中にも出てきたが、前から内在していた問題・課題が顕在化してきた部分

も多いように思う。そのためもあるのだろうが、そもそもの社会資源が不足していた所

に顕在化した問題等が加わることになるのだろうか。ますます問題が大きくなってきた

ように思う。震災だけではなく、誰もが生活していくための居住環境（住まいとケアの

両方を含めて）をこの機に整備をしていくことができればと思う。（M.K） 

★ 今まで取り上げられなかった医療、とりわけメンタルな問題の角度から、震災問題に

証明を当てる大変、有益な話であった。医学の他領域との連携関係、協力の問題はどう

なっているのであろうか。（S.I） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【第１９回 ふくしま復興支援フォーラム】 

日 時  ９月１３日（木）   18 時 30 分～20 時 30 分（予定） 

   会 場  福島市 市民活動サポートセンター 会議室 

              （チェンバおおまち３Ｆ） 

   報告者  羽鳥 圭 氏（一般社団法人ふくしま連携復興センター） 

   テーマ  「福島の復興に向けた課題の全体像」 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

           （いつもの会場と異なりますので、ご注意ください。） 


